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生活相談いろいろ

ひとり暮らしの母親が…
「高齢の母親は、自宅での一

人暮らしが大変になっています。
この先母が安心して暮らせるよ
うにしたいのですが」と息子さ
んが相談に訪れました。

区役所の生活
支援課に相談しま
した。自宅のマンションを売却し、
その費用をもとに介護付有料老人ホー
ムに入所することができました。息
子さんもお母さんも「ここなら安心
して暮らせる」と喜んでいます。

亡くなった夫にカードでの借
金があり、ローン会社から督促
が届いて困っています。
亡くなってから2年が経過して

いるのですが、相続放棄の手続
きをしていません。どうしたら
良いですか。

弁護士に相談しました。裁判所
を利用しないで賃貸業者と直接和
解交渉をする任意整理での解決を
弁護士に依頼しました。

任意整理は利息のカット
や返済期間の見直しで支払
いの負担を減らし、3～5年
かけて借金の完済をめざす
手続きです。

相続放棄：相続開始があった
事を知った日から3か月以内
に家庭裁判所に申述します。

いつでも気軽にご連絡ください。

夫に借金が…

「しんぶん赤旗」が報道の自由賞を受賞

外国特派員協会より

受賞理由は「自民党の不正な政治資金
スキャンダルの摘発できわめて重要な役
割を果たした。後に主要メディアも追随
し、日本の政治体制を揺るがした。間違
いなく、1人の首相が失脚し、去年10月
の衆議院選挙での連立与党が過半数を失
うことにつながった」

2025年版
世界報道自由度ランキング
国際NGO「国境なき記

者団」が発表しているラン
キングでは、日本は66位。
9年連続G7最下位です。

①企業や政治的圧力、男女不平等と
いったことにより、ジャーナリスト
は政府に責任を追及する役割を十分
に発揮できていない。
②記者クラブ制度がメディアの自己
検閲や外国人記者らの差別につながっ
ていると指摘されている。

小木曽赤旗編集局長
「これからも権力監視と真

実の報道というジャーナリズ
ム本来の役割を果たすべく力
を尽くす決意を表明します」

1位は８年連続ノルウェー

（部内資料）

「あなたの声を届けます」要求アンケート2025

日本共産党は、1人ひとりの暮らしの不安、お困りご
との解消のために、全国でアンケートを実施しました。
南区のみなさんからも、こんな声が寄せられました。

日本共産党はみなさんから寄せられた声をふまえて

党の政策をつくり、実現めざしてがんばります！

くらしについて

日本共産党について

赤旗新聞は読んでいませんが、
共産党の声はいつも聞いていま
す。がんばってください。

救急車を呼んだが受け入れ先
が見つからずに自宅前で1時間
待機。結局鎌倉の病院に搬送さ
れた。区内に市大があるのに…

みんな共産党が大切だと
思っています。がんばって！

世間知らずのお金持ち政治家
に、どんどん庶民の声を訴えて
欲しい。国立大学の老朽化した
設備改善を支援して欲しい。

詳
し
く
は

こ
ち
ら
か
ら

物価高対策は消費税減税しか
ないです。国会中継で共産党の
質問はいつも放送終了時間ギリ
ギリで、大手メディアは無視し
て取り上げない。悪意を感じる。

安心して暮らしたい

とにかくお米！高い！育ち盛り
のこどもがいる家庭は本当に困っ
ています。部活している子がどれ
ほど食べるか知っていますか？

やっている事は良いのに残念
ながら議員が少なすぎるので、
もっと多くならないかね。

人口が減って心配。国はお
産への支援を増やして欲しい。

商店街の空き店舗対策や住宅地
の空き家対策を考えて欲しい。

一人暮らしの年金生活です。
少しばかりの年金から色々引か
れるのを何とかして欲しい。
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